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プロローグ
　「限界集落を何とかしろ」「１年後には結果を出せ」
と言われ、私はあることを決めました。それは、決裁
を回さないことです。役所というところは、身分の低
い職員から、上の市長まで決裁文書を回します。まず、
それをやめさせてくれと言ったのです。いきなり怒ら
れました。
　予算は、60万円だけ要求しました。その予算書を持っ
て上にうかがったら、「俺の目玉事業だぞ、一桁違う
だろ。」とまた怒られました。「では、600万円ですか？」
とお尋ねしました。600万円で過疎の村がなくなるのだっ
たら、日本中から過疎の村は消えていますよね。お金
の問題ではないのです。
　なぜこのようなことをしたのかというと、役所には
確かに優秀な人や、学歴の立派な人がたくさんいます
が、だったら、なぜそんな人たちがよってたかって過
疎の村をつくってしまったのだろうかと考えたからです。
　その理由は、判断ミスなのです。何かを間違えてい
るのです。根本的なものの考え方が、まったく違うの
です。それをひっくり返してやってみようとしました。
　私は、日常的に役所で行われていることを、ひっく
り返したのです。
　まず与えられた命題、これに対してのやり方です。（役
所では、頻繁に）会議を開くのです。あるいは、立派
な計画書をつくらせるのです。会議を何千回開いたら、
高齢化率が１％下がるのですか。いったい何センチの
厚さの計画書をつくったら、高齢化率が１％下がるの
ですか。下がりません。ただの印刷物で、社会が変わっ
たという歴史は一度もありません。
　私たちが本当にしなくてはいけないことは何か。今、
ここの電球を替えるのと同じなのです。はしごを掛け
て、新しい電球を持ってここをよじ登って、電球を替
えるという作業、これしか必要ないのです。１千回、
何千回議論して変わるのだったら、とっくに変わって
います。僕は常々そう考えていました。
　かつて、昭和40年の初頭にこの村には１千人が住ん
でいました。「神子原（みこはら）」と言います。富山
県との県境にあります。平成７年には小学校が取り壊
されました。隣にあった保育所もなくなりました。平
成17年当時は５百人を割り込みました。人口が半減し
たのです。ここを何とかしようとしました。いろいろ
なことを考え、想定し、いろいろなものを見てみました。
　そして決めたことが、まず役所の中では決裁を回さ
ないことだったのです。
　「おい、これはいつ決めたんだ。」
　「ゆうべ決まりました。」
　「許可はもらったのか。」
　「もらっていません。」
　この繰り返しです。しばしば、副市長から呼び出し
を受けて怒られました。本音は言いませんでしたが、
判断ミスをしてきた人たちには、判断をしてほしくな
いという思いでした。
　よく言われたのは、「こんなことやって、失敗した
らどうするんだ。」です。しかし、僕の腹の中は簡単で、
「成功するまで、失敗すればいいじゃないか。」としか
ありませんでした。
　中には、さらにたちの悪い上司もいました。「おい。
おまえ失敗ばかりしている。わしは失敗なんかしたこ
とないぞ。」といわれます。よく見てみると、それは
何もしない人だったのです。
　本当に改善・改革をしようとすると、経験則がない
ので失敗します。何もしない人は、絶対失敗しません。
それが見えたのです。ですから、私は失敗をしていな
い人、つまり何もしたことのない人の話は一切聞きま
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せんでした。
公務員の思考パターン
　私はもともと公務員ではありません。ですから、役
所に奉職して公務員には三種類しかいないことがわかっ
たのです。それは、いてもいなくてもよい公務員、な
くてはならない公務員、それといては困る公務員です。
　過疎高齢化をむかえた集落には、上司の顔色を見て
栄達したい人、私利私欲に走り自分だけに脚光が浴び
ればよいと考える公務員は必要ありません。ここを、
何とかしてくれる公務員が欲しいのです。
　また、「おまえの考え方、やり方は組織的じゃない。」
とよく怒られました。私は、組織は決して嫌いではあ
りませんが、組織のみを大事にしていると、組織だけ
が残ります。村から人は消えるだけなのです。事実、
農協という機構・組織だけが残って、農家はどんどん
なくなっているのですから、これは大きな勘違いをし
ているのです。管理職になるのが自分の人生の目的だ
という公務員は、過疎の村には要らないのです。
　ですから、私の腹の中では話を聞いてはいけない人
を決めていました。まず、失敗したときのことを真っ
先に言い出す人です。これは駄目です。失敗したらど
うするか…簡単です…成功するまで失敗し続ければよ
いのです。
　私たちは、初めて自転車の補助輪を取ったとき、何
回もひっくり返りました。１回ひっくり返ってやめて
いたら、今ごろ自転車に乗れていません。何回も失敗
することによって、体が覚えたのです。マイナス思考
の人間は、失敗することを先に言います。こんな人た
ちの話を百年聞いていても埒
ラチ
が明きません。
　経験則もないのに知っているだけの人、あるいは論
議しかしない人もだめです。また、「そんなことをして、
必ず失敗するから」という人に、「やったことあるん
ですか？」と聞いたら、「やらなくてもわかる。」と言
われました。そこで、「失礼ですけど、予言者ですか？」
とお尋ねしたら、さらに怒られました。知っているだ
けなら、ネットのほうがよっぽど知っています。グー
グル、ヤフーで検索すればよいのですから。
なぜ、うまくいかないのか
　役所の思考、思想がなぜおかしいのかといえば、少
しでも異論があるところでも、まとめようとしないの
です。10人中、たった２人だけが正しくて８人が間違っ
ていたら、間違った８人の意見が多数決で決められて
しまうのです。経験則もありません。何よりも、アン
トレプレナーシップ、起業家魂がほとんどありません。
役所に入って私の最初にびっくりしたのは、ここです。
「俺は給料分の仕事をした」と言って、簡単にうそぶ
くんです。
　10万円の給料をもらう場合、25万円から30万円の仕
事をした人間が、初めて10万円の給料をもらえるのが
民間の常識です。10万円の仕事しかしない人間に、10
万円の給料を与えたら会社はすぐ倒産します。僕は、
こうした起業家魂のない人たちが集まって改善・改革
はできないと思いました。
　また、本気でやろうとしたら波風が立ってしまいま
すから、波風を立てない方法しかしません。中には石
橋をたたいて壊す人もいます。せっかく渡れるのに…。
　そして理念がないのです。戦後の日本には、敗戦で
焼け野原になった日本を何としても立て直そうという
理念ありました。これは、地方も中央も同じ心のベク
トルを、大小の違いはあれども、ほとんどの公務員が
持っていたのです。今は、こうした人たちが見当たり
ません。真っ先に「できない」でやめますから、どう
すればできるかを考えていないのです。よく聞いてみ
ると、きれいに条件を並べたてているのです。「いやあ、
これは国が補助金をくれなかったのでできませんでし
た。」「県が補助金をくれなかったので。」「あの人が反
対したのでできませんでした。」と、条件を自分以外
のところに出してしゃべるのです。しかし最初から条
件は外に出すべきものではないのです。自分だけを条
件にすればいいのです。できなければ自分を恨めばい
いのです。人を恨む必要性はないですね。
　性根の小さい人間は、全部外へ出すんです。「あの
人が失敗したので、これができなかった。」と、駄目
で元々でやってみようともしませんから、これは言い
訳に過ぎません。これを180度変えるのです。できな
い理由を挙げないのです。どうすればできるかだけを
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考えて、そしてとにかくやってみるのです。
過疎の淵源は低い農業所得
　そもそも、農村集落はなぜ疲弊するのか。理由は簡
単です。農林水産省が数年に一度ずつ出している、「農
業センサス」というデーターを見てください。１年間
の農業所得が、きれいに出ています。それを見て、あ
ることが分かりました。
　当時の日本人の平均的なサラリーマンの年収435万
円に対して、「神子原」というところでは、１世帯の
平均年収が87万円です。これでは、山の中で田畑を守っ
て、生活を続けるには二つの方法しかありません。
　ひとつは、年金をもらいながら生活をする。これは
できますよね。もうひとつは、近くで兼業しながら農
業を続けることです。
　この二つの選択肢を除外すると何が起こるかといえ
ば、約60キロメートル以上離れた「金沢」というとこ
ろに、こぞって出ていき、山の中には年寄りしか残ら
なくなります。そして、一方の両親が亡くなると、「お
じいちゃん、おばあちゃん、こんな山の中で暮らさな
いで私たちと一緒に金沢へ来ましょうよ」と息子、娘
がむかえに来ます。こうして、どんどん人口が減少し
ます。18年間、子どもが一人も生まれないのは当たり
前です。
　こうなる大きな理由が、農業なのです。自分で作っ
たものに、自分で値段を付けられませんから、米価は
毎年下がります。それでは、農産物の値段は誰が決め
ているのでしょうか。それは、「市場」というところです。
自分で値段を決めれずに、誰かが決める仕組みが最大
の欠点です。
　「第一次産業」とかっこいいことを言いますが、産
業ではないのです。自分が作りだした農作物に、第三
者が「おまえの大根は今日は10円だ」と値段を決めら
れてしまうのですから、１本つくるのに、100円掛かっ
ていたら、90円赤字です。
「直販」に活路
　これを是正するにはどうしたらいいか。一つの方法
しか考えられませんでした。自分で作ったものには、
自分で値段を付けて売る。これしかないですね。つま
り、簡単に言うと「直売」です。
　農協への米の供出を一切やめて、自分たちで値段を
つけて売る仕組みです。当然、農協とのけんかが始ま
るわけです。衝突を起こします。こうした事態を避け
るために、私は農協の組合長のところへごあいさつに
行きました。平成17年４月です。
　あいさつに行ったつもりが、実は大げんかになって
しまいました。口に出してはいけないことを、一言申
し上げてしまったのです。私が「組合長、最近農協の
文字、言い方変わっていますよね。」と問いかけると、
「うちの若い職員は、ジェーエー（JA）と片仮名で読
んでいるけど、わしはどうも馴染まんな。」とおっしゃ
るのです。僕は、「そうじゃないですよね、農業の農
が狂うと書いて、農
のう
狂
きょう
と言えるんです。」と言ったら、
「おまえ、俺にけんか売りに来たのか。」と言われまし
た。そこで「けんかじゃないですよ。何で山の中で農
業をしていたら、１世帯87万円なんですか。農協の職
員になった途端に、500万円、600万円、800万円じゃ
ないですか。僕だったら農業を捨てて、農協の職員に
なります」「米価は毎年下がっていますよね。皆さん
の給料は、毎年下がるんですか？」とお尋ねしたので
す。それで、大げんかになりました。
　役所にすぐ電話をかけられて、「失礼な職員が来た。」
とクレームが付けられました。でも、２年間かかりま
したが、この組合長には最大の味方になっていただき
ました。本音でけんかをしましたから。
　一方、集落では自分で作ったものに自分で値段をつ
けて売りませんかという説明会を開きました。新しい
補助金の説明会だと思って皆さん集まったらしく、「生
産流通加工販売」をしましょうということだったので、
「補助金の説明会じゃないのか。」と言われました。結
局、賛成者はいたのかといえば、集落全体169世帯中
で賛成した方はたった３世帯だけでした。後は全員反
対でした。理由は、売れ残ったら誰が責任を取るのか
ということでした。「値段を自分でつける以上、全部
自己責任です。どこの企業に、うちの商品余ったから、
役所に補助金をくださいと言っている者がいますか。
そんな甘っちょろい産業はどこにあるんですか？」と
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こたえた途端、「分かった。だったら客をここに連れ
てこい。」と言われました。そいつに俺が好きな値段
で米を売ってやるから、客を目の前に連れてこいと言
うのです。
　「そうでしたら、僕は皆さんのお米を今年預かって、
役所で売ってみます。僕が役所で皆さんのお米を預かっ
て、売ることができたら、皆さんが今度自分で自立す
るために会社をつくって農作物を売ってください。」
と言いました。「田んぼに入ったことのないおまえに、
米が売れるのか。（売れたら）俺ら、おまえの言うこ
とを何でも聞いてやる。」と言われました。
　私は平成17年４月から、米を売ることになりました。
もちろん、やったことないですから、売り方はわかり
ません。失敗ばかりしました。
　結論から先に言います。数年かかりましたけれども、
限界集落からは、脱却しました。高齢化率が47.5％ま
で下がりました。今は41%か42％まで下がっています。
　所得の向上については、夫婦揃って１世帯で月額30
万円を超える農家も出てきました。平成21年の段階で
８千万円を超しています。
　集落から出ていった人たちも、まだまだ少ないので
すがＵターン民として８名が戻っています。さらに、
他県からの定住者も増えてきました。
　私たちの事業費は、毎年下げてみました。平成20年
でゼロ予算事業です。人件費は除いて、特別な事業費
は持ちません。活性化を進めるのに、事業費は持たな
いです。やることはいっぱいあるのです、やらないだ
けなんです。マイナスを見たら、切りがないぐらいあ
ります。
社会の最小単位は「人」
　今でいう「第六次産業化」を、当初から目指しました。
　冒頭で申し上げた、はしごをよじ登って電球を替え
る作業、これは理念に基づく実践だけなのです。難し
いことは何もいらないのです。とにかく実践する。た
だし、少しばかり非難されて揺らぐようであれば、で
きないと思ったのです。絶対に揺るぎのないはしご掛
けが欲しかったのです。これが頑固なまでの理念です。
これを作ろうとしたのです。
　それは何か、どこを見たのか。一番小さい単位を見
て、考えてみたのです。過疎の村の一番小さな単位は
何だろうと思って、よく見てみると、たった一人の人
です。異性同士が集まって、小さな農家で家庭を築き、
その家が集まっているのが集落なのです。それが集まっ
て、村になって、町になって、市になって、県になっ
て、国をつくっているだけだったのです。つまり一番
小さな単位は何か。それは、たったひとりの人なのです。
　だとすると、どこをよく観察して見なければいけな
いのか。自分自身だったのです。私の右手と左手は、
けんかをしませんでした。私たちは、頭はばかですけ
れども、体は天才だということに気が付いたのです。
必要なところに、必要な血液がきっちりいくのです。
こんな愚かな頭なのに、こんな天才的に体が回ってい
るのです。小指がけがをしたら、みんなで支えて治そ
うとするのです。
　ここに、集落や、組織や、行政の理想を見たのです。
右手と左手がけんかをするような会社があったらいい
ですか。はさみを持ってきて、自分の左手の指を切断
して、このライバルいなくなってよかったねと、右手
をさすっているような人間を、僕は見たことありませ
ん。のこぎりを持ってきて、自分の左足を切断して、
右足をさすって、よかった、このライバルの左足がな
くなってといって喜んでいるような会社があれば、し
ばらくすると倒産します。そんな家庭があったら嫌じゃ
ないですか。右手と左手がけんかをしているような家
庭があったら、もうそれは崩壊していますよ。
　究極の理想は、たった１個の人間なのです。痛みは
全身に伝わります。ここに行政の理想を見たのです。
右手と左手は絶対にけんかをしません。小指がけがを
したら、みんなで治そうとする。これこそ究極の理想
だと思ったのです。
　では、血液は何か。貨幣です。過疎の村って、動か
していないので、ガリガリになった自分の手だと思っ
たのです。どうしたらいいのだろう。簡単です。リハ
ビリ運動やるのです。気が狂ったように。一生懸命に
動かせばいい。何が起こるか。動脈経済と静脈経済で
す。血液は貨幣です。流れ込んできて、痩せた細胞に
栄養を落としてくれる。消費されて静脈に返す。これ
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を一生懸命やれば、一人の人間の体の中で起こること
は、村にも起こるのです。一番小さな単位は人ですか
ら、人に起こることは村にも起こると思ったのです。
これはひとつの哲学です。フィロソフィ （ーphilosophy）
かもしれません。
　この言葉をよく見てください。二つの言葉が合わさっ
ています。philoとsophy、つまり愛と智恵なんです。
すごい肩書きや学歴があっても、愛がなく智恵がない
のです。私が尊敬する日蓮は、鎌倉にいたのは僧侶で
すけれども、京都大学は出ていません。お釈迦様、釈
尊という人は、ハーバード大学は出ていません。イエ
スキリストなんて、何の学歴もない、小学校も上がっ
ていません、ただの舟大工の息子じゃないですか。
　でも、この人たちが築き上げてきたきた愛と智恵、
哲学は、１千年、２千年と長く残っています。われわ
れの猿知恵は、せいぜい生きている間ぐらいしか通用
しません。
実践、３つの戦略
　役所がここまでやるのかとして、最初に地元の金沢
大学の橋本副学長をはじめ、14名の教授陣をお呼びし
て、集落でタウンミーティングを開きました。
　「おい、役所は60万円しかないと言っているけど、
地元の金沢大学の副学長はじめ、14名の先生を引っ
張ってきた。どうもあいつ、ただ者じゃないぞ。本気
で俺たちの集落地区を何とかしようとしているんだ。」
ということを知っていただくための策だったのです。
　実際繰り返したのは、根本治療と対症療法です。た
だ基本戦略はありました。これまでは、役所に施策は
あっても戦略はほとんどありません。できるだけ多く
の人たちに動いてほしいため、また購買意欲をかき立
てるために「メディア戦略」を取りました。でも、農
業所得が低すぎるんですね。これを上げるためには、
どうしても農作物の高付加価値化、ブランド化が必要
だったんです。そのための「ブランド化戦略」です。
そしてリハビリ運動に一番大事なところ。痩せた細胞
に栄養が落ちてほしい。これは「交流戦略」です。こ
の三つをシェアしてぐるぐる回してみたんです。
　メディア戦略は、本当に大事なことなんですね。な
ぜなら、知らないところに人は来れないからです。と
にかく、目と耳から情報をたくさん入れてあげて、人
の心を揺さぶるのです。１万人に声を掛けて、心が動
くのは１千人程度ですよ。その人のうち、本当に来て
いただける人は10人ぐらいです。１万人に声を掛けて
おいて、10人という結果しか出ないんです。というこ
とは、ものすごい数の人たちに目と耳から情報を入れ
てあげないと、たくさんの人は来ないということにな
ります。
　ただ、予算が60万円ですから、先進地視察のバス借
上げ費用と、私の３回の東京往復の旅費で消えました。
いろいろな本を読みました。しかし、駄目なんですよ。
なぜなら、ブランド化をやったことのない人が書いて
いるんですから。場合によると、本さえ見てない。こ
んな本なんて、当てになりません。とにかく自分でやっ
てみるんです。もう失敗の連続でした。
　テーマの中心に据えたのは、過疎の村です。勝手に
やるんです。終わると、「またこんなことやっている
よ。」「あいつらどぶろくつくったらしいぞ。俺たちが
どぶろくつくれるようになった。」「町会長、区長さん、
誰か聞いているか？」誰も聞いていない。でも、俺ら
はできるんだな。ここなんですね。それをしつこいぐ
らい繰り返したんです。戦略とプロデュースの繰り返
しを、ずっとやっていたんです。
矢継ぎ早に打つ施策
　ここからは、対症療法ですね。１千人住んでいた村
が５百人以下になっていますから、農家が空いている
んです。
　まず、制度を作る前に、日本中の長続きしていない
失敗例だけを調べました。成功例じゃないですよ。失
敗例はすごい参考になります。なぜなら、その失敗を
知っていると、二度と私たちも同じことをしなくてい
いからです。なぜ長続きしていないのか、その共通事
項をたたき出してみました。
　ありました。せっかく人が入ったのに、１年未満で
出ていってしまっているのです。長続きして３年まで
いたけど、４年目からいなくなっています。３年未満で、
長続きしていないところばかり、全部調べました。共
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通点は何か。頭を下げていたんです。「お願いですから、
うちに来てください。」「お願いですから、お金あげる
から来てください。」と。
　どことは具体的に言いませんが、300万円に帯封を
掛けて町長が三本指をついて持ってくるんですよ。「よ
くぞ、うちの村に来ていただいた」と。頭下げて来る
のは、お客さんしかいません。
　そこで、私たちは反対のことをやりました。それは、
「試験制度」です。
　空き農家の現地見学会に来たければ、まず書類を出
してもらい、書類審査に通った方しか現地見学会に参
加できないようにしたんです。では、現地見学に来ら
れると何をするかです。
　一番手前に映っているのは、村の役員です。名札と
番号を見ているんです。そして、皆さんがお帰りになっ
た後で、評価会をやるんです。「わしは、３番の奥さん、
どうも駄目や。あんな女の人が村に入ってきたら、村
の秩序が乱れるからあれは駄目だと思う。」とか言って。
一番高い成績を出した方だけを、また別の日にお呼び
します。
　そして次は、尋問するんです。真ん中に座っていた
だいて、村の役員だけでぐるっと円座で囲みます。そ
して、質問攻めするんですね。「あんた、ここに入りたいっ
ていうけど、動機は何だね？」と。まるで、警察のよ
うです。「農業したい？あんた農業経験何年あるの？
１年だ？なめんじゃねえぞ、こら！」と言って怒るん
です。結局、最後までこれに耐え抜いた人しか入れな
かったんですから、13家族39名の誰一人村を離れずに
今も在住しています。
　過疎高齢化した村に欲しいのは、一緒になって村祭
り、一緒になって農道の草刈り、一緒になって水路の
管理してくれる村の住人が欲しいだけなんです。お客
さんなんて、気を張る人は要りません。
古来からの風習を活用
　次にやったのは何か。お酒の飲める女子大生たちが
泊まれるような制度をつくりました。もちろん、ただ
では泊めずに、実費はいただきました。
　これをやったら、石川県庁の薬事衛生課の職員にク
レームを付けられたんです。保健所の認可は、いつ下
りたかと言ってきたんです。
　「保健所から何の認可要るのですか？」
　「いや、対価を取っているでしょう。」
　「いえ、実費なんですけど。」
　「いや、金額の大小のことじゃないんですよ。お金
を取る以上は、これは立派な農家民宿になってしまう
ので、農家民宿の許認可を得てください」と言われた
のです。
　許認可を得るためには、保健所の認可が必要だった
んです。「（農家民宿の許認可は）後でいいから、保健
所の認可を下ろして、その後に書類の手続きに入って、
農家民宿の手続きをしてください」と言われたんです。
　対応は、しませんでした。
　そうしたら、また確認の電話がかかってきました。
空農家・農地を活用
伝統風習に法は適用されない
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　「保健所の検査、終わりましたか。」
　「いや、保健所来ていないです。」
　「おかしいな、なぜ来ていないんですか。」
　「申請していませんから。」と本当のことを言うと、
　「ふざけるんじゃない。その子たちがお腹でも壊し
たらどうするんです。」と言ったので、「普通なら、お
腹を壊したら正露丸飲ませますけど。」と言ったら、
本当に怒り出したんです。
　「ふざけんじゃないですよ。私が言っているのは食
中毒のことなんです。誰が責任取るんですか。」と言
われたのです。「来た」と思ったんです。一番責任を
取りたくないやつの発言です。誰が責任取るんですか
という愚問は、常套句です。県庁が責任を取ってくれ
るのですかと聞いた瞬間に、電話を切られました。二
度と薬事衛生課から電話はないと思い、宿泊制度を続
けていました。
　そうしたら今度は、こっちの挑発に乗らず、冷静に
電話をかけてきたんです。何を言い出したかというと、
この子たちが、何年何月何日の何時何分に、この農家
に上がり込んで、農家はどのような食材をどのように
調理加工して出したのか、２週間分の食材とレシピを
全部出せと言うんです。三日前食べたものすら忘れて
いますよ。まして、２週間分なんて覚えているわけが
ありません。
　もうひとつ、要求がありました。それは、なぜ地方
自治体が、旅館業法で食品衛生法を守ることができな
いのか、その理由、顛末を全て書き上げて、課長のと
ころに出頭
4 4
して事情を説明しなさいというのです。出
頭と言う言葉は、犯罪者に向けられる言葉です。うち
の課長とは、厚労省から来ていた小役人です。そこに
来いというのです。私は、行きませんでした。その代
わりに、別の方を送ってあげたんです。長野支局にい
た朝日新聞の記者と読売新聞の記者です。
　「われわれの異論は何か。平安、室町時代から伝わる、
日本古来の伝統文化に対し、現在になって法を適用し
ようという馬鹿な公務員のことどう思います。」
　「どういうことですか？誰なんですか？どうするつ
もりですか？」
　「全面戦争やるよ。」
　「羽咋市役所と石川県庁が全面戦争ですか。これは、
いいネタですね。」と、飛んでいってくれたのです。
　私たちが制度上名前を付けたのは、「烏帽子親農家
制度」です。この烏帽子親というのは、源氏物語、平
家物語を読めば、ちゃんと出てきますよ。日本に伝わ
る、古来からの伝統文化です。農家に彼らたちが入っ
たときに、まず一献交わしてもらうんです。そして農
家のおやじさんに、一言「今日からおまえは、うちの
子だ。」と台詞を言ってもらうんです。これで、親子で
す。親子の間に金銭のやり取りがあって、旅館業務に
引っ掛かるのであれば、日本中の家庭は全部違法業務
になります。もちろん、屁理屈だということは分かっ
ていました。
　夕刻になって、薬事衛生課から「羽咋市がやってい
る、烏帽子親農家制度というのは、不特定多数の人間
を相手にした生業ではないので、旅館業務は適用しま
せん。」と非常にか細い声で電話がありました。「当た
り前です。よく聞こえませんけど、もう一度大きな声
でお願いします。」と言いました。
　旅館業法に引っ掛かる、農家民宿、ぎりぎりのボー
ダーだということは、最初から分かっていました。なぜ、
あえてこんな苦肉の策を取ったのか。これには、理由
があります。こんな山の中、下水道など来ていません。
ぽっとん便所（汲み取り式トイレ）です。浄水管が来
ていませんから、山のきれいな水をステンレスのタン
クにためて、検査に来るときだけタブレット剤を入れ
てて塩素臭い水にするんです。こんな過疎の村に、旅
館業務を通そうとすると簡単に４百万円～５百万円の
幾重のアイデアで仕掛けづくり
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お金が飛ぶんです。
　18年間も子どもがいないんですよ。私たちは口が裂
けても、旅館業務を、農家民宿をやりませんかなどと
言えなかったんです。そのために考えた苦肉の策が、
この制度でした。現在のところ、28軒で受け入れてい
ます。
村が変わった
　痩せた細胞に栄養が落ちてほしいのが、リハビリの
一番大事なところです。続けて、お米のオーナー制度
を開きました。
　オーナー制度は、多くの自治体で行っていますが、
よそとは違いをつけたんです。そのため、一番目のオー
ナーがイギリスの領事館員になるまで待っていました。
なぜ、外人の顧客をつかむまで周知しなかったのかで
す。日本人ほど近い存在や近い人間を、過小評価する
民族はいません。外国人が第１号のオーナーだと決まっ
た瞬間に、いきなり手のひら返しをします。
　国内・県内にも一切報じませんでした。しかし、
AP、AFP、ロイターなど外電に対しては採用される
までしつこいぐらいファクスを流しました。初めて『ガー
ディアン（The Guardian）』というイギリスの新聞が扱っ
てくれました。日本で毎日イギリスの新聞を読んでい
るのは誰かといえば、領事館や大使館の人たちです。
　最初に、フェスタさん夫婦が、「私たちがオーナー
になります。」と来たんです。このことを、北陸三県
に報じました。いきなり、40組の募集に対して、100
組以上のオーナー希望者です。玄米40キロを保証して、
オーナー費用は年間３万円です。当時、60キロの一等
米を農協に供出して入るお金は、１万３千円の時代で
す。「あんた、一等米や二等米で、本当にただの玄米
を持たせただけで３万円ももらっていいがね。私ら、
なんか気の毒や。」と、農家の奥さん方は言いました。
シイタケ、ナメコ、レンコン、タケノコ、できるもの
は全て試してみました。直接、（生産者に）お金が落
ちるんです。決して、農家は損することはありません
でした。これも当初は反対されましたが、やってみて
初めて分かることもあります。
　話は戻りますが、最初の４月、５月に泊まりにきた
女子大生２名は、東京農業大学と法政大学の子たちで
す。私たちは、当時国土交通省がやっていた、「若者
の地域づくりインターン事業」を使ってやってみたの
です。当時の事業仕分けで切られましたが、あれは残
すべき事業です。経験と知識が浅いと、間違いをおか
してしまう悪い例だと思っています。
　大学に帰った子たちが、「先生、変な村へ行ってき
ました。能登半島の付け根にあって、今日からおまえ
はうちの娘だと言われて…。平安、室町時代から伝わ
る、日本の伝統文化をかたくなに守っている村があっ
たんです。」と大学で話してくれたんです。
　このことをきっかけに、法政大学の国際文化学部の
堀上教授が調査に来ました。
　「平安、室町時代からの習わしをいまだに使う村は
ここですか？」
　本当は４月から始めたばかりなんですけど、「そう
です。」とこたえました。
　「ゼミ生や学生を、ここに泊めてもいいですか？」
　「先生、この子たち、みんなしゃべれますよね。誰
がどのうちに泊まるか、一切ルーチン化しないですよ。
農家と直接交渉させてください。」
　宿泊に際しては、交渉に失敗したらここに泊まって
ねというところを先に見せます。それは、村の会館な
んです。ぽっとん便所です。「これ、何ですか？」
　「臭いで分かるじゃない、ふた開けてみて。」
　「ああ、底が見える。」
　「うんちするときのテクニックがあるから教えるね。
うんこした後に、前後左右、どちらかにお尻を振って
ね。おつりがピシャっと来るから、お尻を振らないと、
必ずおつりが来るよ。」女子大生なんか、真剣になり
ました。
　おかしなことに気が付いたんです。学生たちが来て、
何か村は活性化するか、役に立つか。何の役にも立ち
ません、学生が入ってきても。農業の「の」の字も知
りません。それでは、なにをしているのか。
　あることに気が付いたのです。男子大学生が入って、
婆ちゃん方が元気になった。本当に自分の子を守るよ
うに見えるんです。
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　お婆ちゃんが右のポケットに「ムヒＳ」という虫刺
されの軟膏を持っているんです。ひとりの子が虫刺さ
れを起こすと、この子に塗りにくるのです。「また、
こんなとこ虫に刺されて。」と。おじいさんにはそん
なサービスはしませんが、この子にはしてくれるんです。
　この子たちは、農家にとって役に立ちません。ただ、
そこで何が見えたかです。
　農業の「の」の字も知らない未熟な学生を受け入れ
た農家のほうが、心が豊かになることに気が付いたん
です。これはすごいと思いました。「おまっちゃ（君たち）、
少しは学歴あっても、山の中では生きていけんな。」
と言って教えるんです。教える方が、心豊かになって
きたのです。
農家カフェが高付加価値を実証
　受け入れのシーズンは、夏場と冬場です。冬場の２
月から３月には「ひな人形づくり」を巨大な棚田でや
るんです。これは学生から集落の人たち、みんなこぞっ
て一緒になってやります。最近では一部上場企業もた
くさん来ます。考えるだけなら、サルでもできるんで
す。行動するのが人間なんです。
　このときに、実はあることをしたんです。この男び
なと女びなの間にたって、私たちはチラシを配ったん
です。どんなチラシかというと、お帰りには村のレス
トランをご利用くださいというものです。「レストラ
ン？携帯つながらないぞ、看板ひとつもないじゃない
か。」、「看板はないですが、これは略図です。星印の
付いたところです。ここがレストランになっています
から。」と説明します。表向きは、普通の農家です。
ただ、中に入ると岐阜市から移住してきた夫婦が営む
農家カフェになっているんです。軽食が取れますし、
おいしいカレーライスを食べることもできます。スイー
ツもあります。
　彼らには、間違いなく人は来るから看板は作るなと
言ったんです。あえて、３月３日のこの日を創業の日
にしたんです。残雪がありましたし、看板はない。し
かし、そこに人が殺到したんです。
　今、彼らは生活できているのか…十分やっていると
思います。久本雅美の深夜の番組があって、あなた
の年収いくらというクイズ番組で取り上げられまし
た。この神子原には、国税局が３回調査に入っていま
す。少しでも波風立たないよう、「年収８百万円から
９百万円です」というのが彼の答えです。１千万円超
えていますよ、簡単に。
　彼が作るカボチャは、１個あたり大体１万円超える
んです。カボチャそのもの、つまり一次産品は直接
売っていません。カボチャから作るのは、カボチャプ
リン、カボチャのブラウン饅頭、カボチャのシフォン
ケーキ、カボチャのベーグルパイです。カボチャ１個
から、280円から400円近い商品が何個もできるのです。
加工することで、１万円を超えてしまうんです。彼が
やっているのは、「生産加工販売」なんです。
　そして、彼らは、大きなことをやってくれました。
18年ぶりに、ここで奥さんが赤ん坊を誕生させてくれ
若者の流入は村人の心を豊かに
携帯圏外地帯のカフェが繁盛
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たのです。そして、何が起こったか…。私はその現場
にいました。
　毎日、夫婦揃って一生懸命に店を切り盛りしていま
す。隣の部屋で揺り籠の中で子供がぐずり出すと、近
所のおばあちゃんがおんぶひもを片手に入ってくるん
です。ひょいと開けて、「よしよし」と言っては担いで、
山の中を歩いてくれるんです。背中で暖められて、ぐっ
すり寝込んだときに、また揺り籠へそっと戻してくれ
るんです。今時はこんなことをしたら、パトカーが来
ませんか。
　日本から消えた教育力が過疎の村に残っているんで
す。最近では悪いことをしていても、子どもを叱りま
せん。反対に、うちの大事な子に何を怒っているんだ
という、親が多いんです。彼ら夫婦がお願いしている
わけではありません。近所のおばあちゃんに、うちの
子が泣き出したら面倒を見てくれと一言も言っていな
いのです。お年寄りにとっては、オラが大事な子なん
です。この教育力が、日本から消えているのです。し
かし、この過疎の村にはしっかり残っていたのです。
あの手この手のブランド戦略
　次にやったのは、ブランド化戦略ですね。動機は簡
単です。新潟の魚沼でできているのなら、神子原でも
できると考えただけなんです。非常に曖昧な動機です
が、これが理由です。
　ブランドの要、これは何か。そもそも、ブランドを
決めるのは消費者です。消費者は、なぜブランドだと
思うのか、その心理構造が解けない限り百年かかって
もブランド化はできないと思いました。人間は、自分
以外の人が持っている、飲んでいる、着ている、身に
付けている、履いている、食べているものを欲しがり
ます。その対象の影響力が強いほど、ブランド力が強
くなっていることに気が付いたのです。だったら、無
名の神子原の米をどうすれば消費者はブランドだと思っ
ていただけるのか、逆算してみたんです。とても影響
力の強い人を選んで、その人たちに定期的に食べても
らえばと考えました。まず、ここは日本です。皇室で
は、子どもの頃から御
み
子
こ
と呼んでいます。
　宮内庁に行きました。そこで前田さんという方に会っ
たんです。私たちは石川県ですから、石川県というと
旧加賀藩です。前田家が治める加賀百万石です。だか
ら前田さんを探したんです。いらっしゃいました。第
18代前田家当主が…。
　私たちは受付で、奇妙な言葉を聞きました。「殿様、
今日石川県羽咋市役所から、市長と農林水産課の職員
と近藤さんという町会長がお見えになっていますが、
お約束ございますでしょうか。」と、確認の電話を目
の前でされました。「殿様って言わなかったですか？」「こ
こまで来ているから、緊張のあまり、空耳を聞いたん
だ。」と話しているところに女官さんが、お茶を運ん
でこられたんです。「殿様、今日のお茶はこれでよろしゅ
うございますか。」と置かれた瞬間に、私たちは「殿様、
こういうものですけれども」と名刺を出すと、「はい」
と言われました。この殿様に「このお米を、定期的に
１カ月に一食でも構いません。２カ月、あるいは３カ
月、半年に一食、あるいは１年に一食でも構わないの
で、定期的に陛下、皇后陛下の召し上がるお米にでき
ませんか。」と直談判をしたんです。
　「僕は石川県と関係が深いですし、いい話ですね。
料理長を呼ぶから、ちょっと待ってて。」と料理長を
お呼びいただいて、「料理長、今晩の夕げにこのお米を、
私と縁の深い石川県から来られたこのお米を、陛下、
皇后陛下、召し上がっていただくように、しつらえて
ください。」とおっしゃいました。この日一日は成功
したんです。
　私たちは舞い上がっていましたが、ここで騒ぐわけ
にいかなかったので、赤坂東急ホテルに戻ってどんちゃ
ん騒ぎを始めました。石川県人会の事務局長らと、と
んでもないほどみんなでワアワアと騒ぎました。
　疲れて自分の部屋に帰ってみると、ベッドの脇にあ
る受話器のオレンジのランプが光っていました。宮内
庁から、「本日、午前中にあった件に関しては無かっ
たことにしてください。」との伝言メッセージでした。
駄目だったんです。理由はいろいろとありました。そ
のことを、市長に申し上げたところ、「わしも、そん
な簡単にうまくいくと思っていなかった。」です。さっ
きまで一緒になって、騒いでいたのに…。
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あくなきトライが奏功
　「神子原」、つまり神の子の原というのは、英語圏の
人には“Son of God”です。神の子と書いてあるんで
す。これはイエス・キリストなのです。キリスト教で
影響力の一番強い人は、11億人の頂点にお立ちになっ
ているローマ教皇（法王）です。
　めげずに、ローマ法王に手紙を書きました。しつこ
いくらい、５・６回出しました。「あなた自身に召し
上がっていただく可能性は、１％もありませんか？」
という質問状を出しました。最後の頃には、マタイに
よる福音書まで付けました。１カ月たっても、２カ月
たっても、バチカンから返事はありません。一時はあ
きらめかけました。
　続いて、米国です。フェデラル・エクスプレスの宅
急便を使って、５キロのお米をホワイトハウスの大統
領宛に直接届けました。当時の大統領は、ブッシュで
す。息子さんの方ですね。
　そうしたら、３週間もしないうちに、突っ返してき
たんです。四隅の角がつぶれて、真ん中で赤いスタン
プが押してあるんです。日本語で言うと、「受取拒否」
です。それを見て、カチンときたんです。すぐに、ア
メリカ大使館に電話しました。クレームではなく、「あ
なたは、ブッシュ大統領ファミリーと、直接お話しし
たことありますか？ないというんですね。じゃあ、今
回いいチャンスですね。私たちのお米、５キロを手で
抱えてテキサスまで持っていってもらえませんか。テ
キサスの住所はここです。」「大統領の住所を教えてあ
げたんですから、そこからホワイトハウスに届けてく
ださい。」と、職員が喜ぶことを聞いてみたんです。
　こうした交渉を、アメリカ大使館とやっている間に、
バチカン大使館から電話がきました。市長に、
　「明日、大使館へ行っていただけますか？」
　「どこの大使館？」
　「バチカン大使館です。」
　「なんで俺が、おまえと一緒に大使館に行かなきゃ
いけないんだ。」
　「詳しい事情は、後で説明しますので。」
　決裁を取っていないと、いけないときもあるんです
ね。市長のスケジュールを全部外して、同行していた
だきました。
　私と町会長の二人で、45キロのお米を担ぎました。
その時に言われた言葉は、今だに忘れません。
　「あなた方の神子原というところは、１千人の住民
が５百人になった小さな村ですね。その小さくなった
村から、小さな国への架け橋を私たちがやりましょう。」
　バチカンは、８百人の人口しかいない、世界で一番
小さな国です。ブックレットも見せていただきました。
誰が今まで、何を献上していたのか、ズラッと出てい
ました。最初の人は、「Nobunaga Oda」と書いてあ
りました。織田信長です。贈られた物は、「byobo」
と書いてありました。イタリア語だと思っていたので、
「bo」の意味は何ですかと聞いたら、日本の屏風でした。
ですから「byobu」の間違いですから「o」を直して
くださいと言っても直してくれませんでした。
　日本で一番高い酒もつくってみました。発表は、石
川県内で一切しません。だから、地元の新聞にたたか
れました。それでは、どこへ持って行ったかというと、
東京・有楽町の外国人記者クラブです。
　「米でつくった酒が、ブドウや麦でつくったものに
劣るんですか？」と書いた看板を付けて、16カ国の外
国人記者を集めて記者会見を開きました。なめた記者
会見だと、最初思われました。テイスティングをやり
ますので、どうぞ飲んでくださいと言った途端、彼ら
の態度が変わったんです。ここに書いてあるように、「ま
るでワインのようだ」と言うのです。僕らは、腹の中
で、笑っていました。なぜなら、お米をワインの酵母
ついにバチカン大使館へ
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菌を使って発酵させて出てくるものは、米のワインし
かできませんから初めからワインだからです。誰も日
本酒の酵母菌を使ったと説明していません。最初から
外国人受けするものを作ってみたんです。
　この結果、何が起こったか。日本航空の、エグゼク
ティブクラスの指定酒の推薦をもらったんです。国際
線です。「能登神子原米」、揮毫はエルメスの作家、吉
川壽一先生の作品です。先生の作品が村を救うことに
なるのですと、お米30キロで懇願して書いていただい
たんです。「僕の作品が、君たちの村を救うのだったら、
僕は喜んで。」と書いていただきました。
いよいよ、農家だけの会社設立
　こうして２年間、米を売り続けました。
　「来年からは売りませんよ。約束どおり、皆さんで
会社をつくって売ってください。」
　すぐに反
ほ
故
ご
にされました。
　「赤字になったらどうするんだ。」
　「黒字になるまで、頑張ればいいじゃないですか。」
　「２年続いた米の人気、３年目になって落ちたらど
うするんだ。」
　「また上げればいいじゃないですか。」
　「黒字になる計画書はないのか。」
　「黒字になる計画書を書けたら、世界中に赤字の会
社はひとつもありませんよ。」
　ああなったらどうする、こうしたらどうする、こう
なったらどうするとマイナス思考ですから、失敗を考
えることしか先に言わないんです。「それほど心配なら、
何回も失敗してくださいよ。」と言った途端に、火の
付いたたばこが入った灰皿が飛んできました。
　会議は、45回にわたりました。ただ、最後の45回目
に面白いことがありました。諦めをつけてもらったん
です。
　「約束、守ってくださいよ。45回も会議をやったじゃ
ないか。今日だけ、とうちゃんパチンコで負けたと思っ
て、１世帯２万円出してくれ。資本金300万円の会社
できるじゃないか。」と言った途端に、反対意見はな
くなりました。
　そして、社長の決め方です。
　「松本、おまえ一番若いから、明日から社長やれ。」
と決まったんです。松本さんは、50歳でした。
　会社（直販所）は、ただのプレハブです。設計は、
全て奥さん方だけに任せたんです。男の意見は、ひと
つも入れさせませんでした。これも、怒られましたよ。
　「おい、俺たちの意見、何で入っとらんの。」
　「レジを打つのは誰ですか？」とお尋ねしたんです。
おやじじゃないです、奥さんなんです。また、「おに
ぎりを作るのは誰ですか？」と聞きました。「エプロ
ンして配膳係をやるのは誰ですか？」と聞きました。
男の姿はここにありませんから、働きもしない男が口
を突っ込むと使い勝手の悪いものができててしまうん
です。ご婦人方が一生懸命になってやられる場所を作
らなければ駄目なんです。
　ただし、奥にあるライスセンターは、中でオペレー
ションするのも働くのも男だけですから、男だけの意
見をうかがいました。
　ここで、可笑しくうれしかったことがありました。
　２年前に大げんかした組合長の代表のあいさつです。
　「本来は農協がやらなければいけないところを、役
所がやってみせてくれた。」と言ったんです。それまで、
「私たちは、もう補助輪はやめて、エンジンしませんか。
農家の背中を押すエンジンをやりましょう。」と言って、
ことあるごとに、組合長を担ぎ出さしていただいたん
です。こともあろうに、真っ先に手を挙げて反対した
男が、ここで案内しているんです。「これは、私たち
がつくった会社です。」と「赤字になる会社に出資す
新会社は鉄則もユニーク
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る馬鹿はいない。」と言っていた人が、中を案内して
いるんです。いきなり、初年度から黒字でした。
　また、アラン・デュカスが、過疎の村に来ました。
食文化フランスの頂点を極めた男の職業はひとつしか
ありません。それは、モナコ公国の総料理長です。そ
の彼がやってきたのです。
　「あなた、何をしたいの？」
　「最高級フランス料理に最も合うライスワインを本
気でつくりたいんだ。」と言いました。２年かかりま
したが、現在では東京の銀座にある、「BEIGE ALAN 
DUCSSE TOKYO」とパリの本店、そしてモナコの
３カ所で飲むことができます。
次なる展開は「自然栽培」
　うれしかったことは、農業を続けてよかったという
ことです。
　５年前から根本的な問題に取り組んでいます。今、
山の中で、ある米と果実を作っているんです。何かと
いうと、「腐らない果実」「枯れる果実」です。
　「奇跡のリンゴ」で知られる木村秋則さんという農
家を農協が招いて、指導会をやっているんです。農薬、
肥料、除草剤は一切やりません。米はどうなるか、は
たして育つのか。できます。やったことない人が反対
するんです。
　そのお米に水を入れて放っておくと、甘い香りがし
てきて、自然にどぶろくができます。最近の米は、腐
ります。皆さんがお食べになっているリンゴを１カ月、
２カ月、半年放っておいてください。グジグジに腐っ
て、ウジが湧きませんか。普通のおにぎりを、作って
放っておいてみてください。干し飯にはならず、カビ
が生えてきませんか。
　私は有機栽培には反対していませんが、おかしなこ
とに気づきます。なぜか、有機栽培の野菜が真っ先に
溶け始めるんですか。ドロドロになります。影も形も
なくなって、ジャム状になりますよ。キュウリは植物
ですよ。植物の大原理原則は、「枯れる」なんです。
うちの大根腐っちゃった。うちのキャベツ腐っちゃっ
た。うちの白菜溶け出した。輸入されたホウレンソウ
を冷蔵庫に入れたまま３週間ぐらい忘れてみてくださ
い。ビニールの袋の中で、ペタペタになって溶けます
よ。ホウレンソウは植物です。溶けるホウレンソウが、
どこにあるんですか。なぜ、キュウリが溶けないとい
けないのか。
　JASと言っておきながら、有機栽培と言っておきな
がら、なぜかこれは異物なのです。たった１年で作る
有機物は肥料ではなく火薬（硝酸化合物）です。実験
で、一番最初に腐った米は、「JAS有機」の米でした。
その次に腐ったのは、「アイガモ農法」で作った米で
した。腐敗実験をやってみてください。腐って食べら
れたものではありません。江戸時代に、これらの農法
はありません。江戸時代をなめてはいけないんです。
農書をよく見てください。どのようにして野鳥を入れ
ないようにしているか、必死になって考えているんで
す。生糞が入るといけないんです。もし入れるとした
ら、完全に発酵したもの、完全に熟成させたものしか
駄目なんです。これが、江戸時代の農業なんです。
　今は、たった１年で有機肥料を作っているんですね。
僕が許せないのは、日本という国はすごい技術を持っ
ているんです。それなのに、なぜ農業輸出額は世界で
第38位なんですか。九州ぐらいの面積しかないオラン
ダが世界２位、３位なんですよ。日本の約80倍売れて
いるんです。日本は高い技術を持っているのに、農作
物はほとんど売れません。それは、売れないものを作っ
ているからです。
　１年でつくる有機肥料とは、当時の江戸時代の火薬
奉行の指導方法なんです。火薬は、富山県の五箇山と
いうところで作られていました。火薬は人の食べ物で
はありません。胃の中ではニトロになります。強烈な
発がん性が指摘されています。
　農業の本来の目的は何か。人を病気にさせるのが農
業の目的ではないのです。健康を維持・管理し、そし
て人を幸福にするのが本来の目的なんですね。
　スライドは、移住者たちがつくっているトマトです。
違いが分かりますか。ゼリー状の部分がほとんどあり
ません。水を入れたら沈むんです。このトマトはどう
なる。枯れていくんです、放っておいたら。皆さんが
お食べになっているトマトは腐りませんか。枯れるの
と、腐るのとでは違うんです。
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　私は小さなお寺の僧侶です。最近の坊主は腐るんで
す。腐る僧侶が、多すぎるんです。間違ったものを食
べるから腐るんです。心もそうなんです。間違った考
え方を頭にたたき込むと、心まで腐るのが人間です。
枯れないといけないが、枯れる生き方をしていないん
です。遺伝子の組み換えは安心だと厚労省は言うんで
す。大間違いです。
　フランスは止めましたよ。カーン大学では、予定で
は２年間の実験を13カ月目でやめました。なぜか、食
べさせたマウスが全部発がんして死んでしまったんで
す。２年間続かなかったんです。日本は止めていない
んです。自国の国民に、害毒になるものを安心ですと
いって与え始めたら、その国はもう終わっています。
　私たちは国連の食料農業機構の当時の環境部長バル
ビスさんをお呼びして、日本という国が見せることが
できる最先端の農業システムをあなたにご覧いただき
ましょうといって、山へ連れていったんです。それは
どこか。農協が指導してやっている、農薬、肥料、除
草剤を使っていない田んぼの現場です。
　水の中には、生き物だらけです。水中カマキリ、ゲ
ンゴロウ、オタマジャクシ、ドジョウ、ギンブナまで
泳いでいるんです。目視しただけで、47種類以上の生
き物がいたんです。水の中でですよ。水から上、この
間はクモの巣だらけでした。ブウンといって、羽音が
しているんです。ミツバチが乱舞しているんです。上
空は鳥だらけでした。農薬を使ったところは、ほとん
ど生物がいません。死の世界に近いんです。何かが何
かの餌になって、循環していたんです。何かを殺すと
いう農業ではないのです。農薬、肥料、除草剤を使わ
なくても、農業はできるんです。
　周りの農家から、害虫が多くなると猛反対を受けま
した。
　実際にやってみて、成長した段階で見てもらいまし
た。周りでカメムシの防除剤をまいたら、それらはこ
の田んぼへ避難してきました。真逆のことが起こった
んです。ここに避難してくるんですから。昆虫は馬鹿
じゃないんです。殺虫剤をまかれて、気持ち悪くなっ
て、ここへ避難してきたんです。ここへ来たら何が起
こったか。大きなトノサマガエルに食べられてしまい
ました。トノサマガエルはカメムシが大好物なんです。
だから何かが何かの餌になって循環してつくられてい
ることが分かったんですね。
　できた米を、私たちはフランスの三つ星レストラン、
ジュールベルグに「あなた方が使っているお米は、三
つ星レストランの割には腐りませんか？われわれのお
米でも実験してみてください。発酵して、どぶろくと
いうアルコールになります。あなた方が使っているト
マトは、腐りませんか。われわれのトマトは枯れてい
きます。」と使ってもらえるかどうかうかがってみま
した。
 
　ここまでのお話は、決して成功例だとは思っていま
せん。本当に、喧嘩の連続なんです。決してスムーズ
にいったわけではありません。ぶつかりぶつかり、ぶ
つかって最後に、本当に心の中の取っ組み合いです。
実際の取っ組み合いもありました。思想と思想のぶつ
かり合いなんです。ものの考え方同士のぶつかり合い
なんです。やらない人は反対します。やったことのな
い人間が反対するんです。
　私が言いたいのは、やってから反対してくださいと
いうことです。「わしはやってみたけど、こうやって
も駄目だった」。これなら納得します。やってみもし
ない人が、反対するのはおかしいと言っているだけな
んです。
　最後までご清聴いただきまして、本当にありがとう
ございました。
自然栽培野菜のトマト
